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2009年3月期決算概況

（百万円）

２００８年３月期 ２００９年３月期

構成比（%） 構成比（%） 前年比（%）

売上高 ５，９２１ １００．０ ７，０７５ １００．０ １９．５

営業利益 ５６ ０．９ １４９ ２．１ １６５．２

経常利益 ４２ ０．７ １００ １．４ １３２．７

純利益 １６ ０．３ ４６ ０．６ １８８．４

売上高

営業利益

経常利益

前年比１９．５％増の７，０７５百万円

前年比１６５．２％増の１４９百万円

前年比１３２．７％増の１００百万円
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（百万円）
2008年3月期 2009年3月期

前年比（%）

デイサービス事業 ２，７６０ ２，９１９ ５．８

施設サービス事業 ２，４４９ ３，４７５ ４１．９

在宅サービス事業 ７１１ ６８０ △４.３

計 ５，９２１ ７，０７５ １９．５

■ 事業別売上高

■ 事業別売上総利益

（百万円）
2008年3月期 2009年3月期

前年比（%）

デイサービス事業 ４９２ ５３７ ９．０

施設サービス事業 △８９ ５８ －

在宅サービス事業 ０ △1２ －

計 ４０３ ５８３ ４４．６

2009年3月期決算概況
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（百万円）
売上高

デイサービス事業

デイサービス売上高（全体）の推移

・売上高2,919百万円（前年比5.8％増）
・既存施設のサービスの質の向上や積極的な営業活動の結果、登録利用者数が前年

を大幅に上回りました。
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施設サービス事業
売上高

（百万円） （百万円）
売上総利益

施設サービス売上高（全体）の推移

・売上高3,475百万円（前年比41.9％増）
・既存の有料老人ホームの利用者獲得に注力し、既存施設の稼働率が約96.8％（平成

２１年３月末現在）となりました。また、当期は有料老人ホームを４施設、グループ
ホームを１施設を開設いたしました。
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在宅サービス事業
売上高

（百万円） （百万円）
売上総利益

在宅サービス売上高(全体）の推移

・売上高680百万円（前年比4.3％減）
・当事業部門においては、他の主力事業に経営資源を集中させたため、売上高は

低調に推移しました。
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2010年3月期見通し

（百万円）

2009年3月期 2010年3月期

構成比
（%）

構成比
（%）

前年比
（%）

売上高 ７，０７５ １００．０ ８，０８６ １００．０ １４．３

営業利益 １４９ ２．１ ４４６ ５．５ １９７．７

経常利益 １００ １．４ ３６１ ４．５ ２６０．７

当期利益 ４６ ０．６ １８０ ２．２ ２８９．３

売上高

営業利益

経常利益

前年比１４．３％増の８，０８６百万円

前年比２６０．７％増の３６１百万円に増加

売上高 経常利益

前年比１９７．７％増の４４６百万円に増加

・各事業の稼働率向上と今回の介護報酬改定がプラス要因に

・既存施設の稼働率を向上させ、経費削減に取り組む
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（百万円）
2009年3月期 2010年3月期（予想）

構成比（%） 構成比（%） 前年比（%）

売上高 ７，０７５ １００．０ ８，０８６ １００．０ １４．３

デイサービス事業 ２，９１９ ４１．３ ３，０４０ ３７．６ ４．１

施設サービス事業 ３，４７５ ４９．１ ４，２９３ ５３．１ ２３．５

在宅サービス事業 ６８０ ９．６ ７５２ ９．３ １０．５

営業利益 １４９ ２．１ ４４６ ５．５ １９７．７

経常利益 １００ １．４ ３６１ ４．５ ２６０．７

当期利益 ４６ ０．６ １８０ ２．２ ２８９．３

2010年3月期事業別見通し
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２００９年度事業イメージ



２００９年度事業イメージ

・２００９年４月の介護報酬改定
による当社への影響

12



２００９年４月の介護報酬改定による当社への影響

デイサービス事業
23施設中17施設が通常規模型大規模事業所減算から、今回の改定により大規模型（Ⅱ）に変更となりました。

又、23施設中17施設で事業所評価加算が申請可能となった為、増収となる見通しとなりました。

その結果、昨年度の売上に今回の改定分を加算後試算すると売上高が概算で１０３百万円増

（3.6%増）となる見通しとなりました。

13

施設サービス事業
要介護の基本報酬がアップされ、医療連携加算分が増収となりましたが、要支援の基本報酬、地域区分で

9施設が引き下げられた分が減収となりました。その結果、昨年度の売上に今回の改定分を加算後試算すると

売上高が概算で６２百万円増（1.8%増）となる見通しとなりました。

利用者1人当たりの平均利用単価：約7,600円 約7,900円



２００９年４月の介護報酬改定による当社への影響

在宅サービス事業

・訪問看護部門
訪問リハビリに課せられていた、「訪問看護計画において、理学療法士等の訪問が保健士又は看護師による

訪問の回数を上回るような設定がなされることは適切ではない」という規制が緩和されました。今後は当社の

強みである理学療法士や作業療法士といったリハビリ部門での利用者獲得がより強化できるようになりました。

・ヘルパー部門
今回の改定では特定事業所加算等の加算が申請できましたが全体としての影響は軽微となりました。

・ケアプラン部門

特定事業所加算が3事業所で申請可能となっており、その他加算を加えると約7％の売上増となる見通しと

なりました。

・在宅サービス事業総括
訪問看護事業、ヘルパー事業における増収は軽微にとどまる予定ですが、ケアプラン事業の収益が改善した

ため、昨年度の売上に今回の改定分を加算後試算すると売上高が概算で１５百万円増（2.5%

増）となる見通しとなりました。
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２００９年４月の介護報酬改定による当社への影響
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2008年4月に今回の介護報酬改定が行われていた場合の今期売上高のシミュレーション

シミュレーションの結果、全事業合計売上高の概算で182百万円増
（2.6%増）となる見通しとなりました。
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デイサービス事業 達成状況

稼働率･利用登録者数ともに、ほぼ目標数値
を達成。

・目標数値：年度最終稼働率 75.0%

・目標数値：年度最終利用登録者数 4,080人
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デイサービス事業 平日平均稼働状況
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登  録  者  数  推 移
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月 間 利 用 件 数 推 移
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トレーニングに
対しての意識が

高い

運動を習慣化
することで
リピート率UP

リハビリ効率上昇
顧客満足度UP

地域の評判上昇
利用者獲得

デイサービス事業 ①稼働率向上の為のモデル作り

鎌ヶ谷：87.0%   和白：86.1%

稼働率の高い施設の特徴
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リハビリテーションに特化したサービスの提供
体組成計 Ｐｈｙｓｉｏｎ ＸＰを更に活用し、
数字的にもリハビリの効果を確認して頂く

積極的なリハビリテーション推奨

地域のリハビリテーション施設確立

他社との差別化

デイサービス事業 ②稼働率向上の為のモデル作り
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既存施設を改築し、利用スペースの拡大を行い第1デイサービスと
第2デイサービス開設へ

デイサービス事業 ③既存施設を中心とした事業拡大

徳力デイサービス

2階

1階

その他、戸ノ上デイサービス、福岡西デイサービスも改築予定

認知症デイサービス

認知症デイサービス

デイサービス 第1デイサービス

第2デイサービス
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ラ・ナシカ あすみが丘（45室）

ラ・ナシカ こうざい（60室）

ラ・ナシカ もりまつ（60室）

ラ・ナシカ ていね（60室）

ラ・ナシカ たかしな（64室）

ラ・ナシカ つるみ（90室）

ラ・ナシカ こぶけ（63室）

ラ・ナシカ かみいし（65室）

ラ・ナシカ くにとみ（62室）

ラ・ナシカ あさり（60室）

ライフサポートなださき（27室）

ラ・ナシカ くらしき（57室）

福岡県

岡山県

千葉県

北海道

施設サービス事業 所在地(平成21年3月31日現在）

茨城県

ラ・ナシカ ひたちなか（40室）

ラ・ナシカ ふじまつ（54室）

ラ・ナシカ みとま（57室）

ラ・ナシカ ちはや（50室）

グループホーム黒崎（9室）

施設サービス事業沿革
平成１６年度１１月 グループホーム黒崎

平成１７年度 ９月

１０月

１１月

平成１８年 ３月

〃

ラ･ナシカ あすみが丘

ラ･ナシカ ふじまつ

ラ･ナシカ みとま

ラ･ナシカ ちはや

ラ･ナシカ こうざい

平成１８年度 ５月

６月

７月

８月

１１月

〃

〃

〃

１２月

平成１９年 １月

ラ･ナシカ もりまつ

ラ･ナシカ ていね

ラ･ナシカ たかしな

ラ･ナシカ つるみ

ラ･ナシカ こぶけ

ラ･ナシカ かみいし

ラ･ナシカ くにとみ

ラ･ナシカ あさり

ラ･ナシカ くらしき

ライフサポート なださき

平成１９年度

平成２０年 ３月 ラ･ナシカ ひたちなか

平成２０年度 ６月

〃

１０月

１１月

ラ･ナシカ あらこがわ

ラ･ナシカ おとがな

ラ･ナシカ あさひかわ

ラ･ナシカ こまつがわ

グループホーム小松川

平成２１年度 ５月 ラ・ナシカ こうふ（予）

ラ・ナシカ あさひかわ（60室）

ラ・ナシカ おとがな（29室）

大阪府

愛知県

ラ・ナシカ あらこがわ（100室）

東京都

ラ・ナシカ こまつがわ（32室）

愛媛県

香川県

グループホーム小松川（18室）

山梨県

ラ・ナシカ こうふ（予）（29室）
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全国有料老人ホーム全施設数・定員数ランキング

全国有料老人ホーム開設事業者全施設数・定員数ランキング

出所：「月刊シニアビジネスマーケット」2009年5月号

㈱シダー １，１９１ 室㈱シダー ２３施設

今年度は５月に１施設がオープン

順位 社 名 総施設数

1 ㈱メッセージ １５１

2 ㈱ベネッセスタイルケア １３９

3 ㈱ベストライフ ９０

4 ニチイグループ ７９

5 アントケアホールディングス㈱ ４５

6 キノシタグループ ４４

7 ワタミの介護㈱ ３９

8
㈱ボンセジュール
ウチヤマグループ（㈱さわやか倶楽部含）

３５

10 ㈱生活科学運営 ２２

１１ 中銀グループ ２１

１２ ㈱シダー １９

１２ ㈱ツクイ １９

１４ ㈱シティー･エステート １７

１５ ㈱メディカジャパン １６

１６
㈱未来設計
オリックス･リビング㈱

１５

１８ 日本ロングライフ株 １４

１９ ㈱レオパレス２１ １３

２０
㈱ハーフ・センチュリー・モア
㈱ウイズネット

１２

順位 社 名 総居室数

1 ㈱メッセージ ７，９８３

2 ㈱ベネッセスタイルケア ６，６１４

3 ㈱ベストライフ ５，８７３

4 ニチイグループ ４，６０８

5 中銀グループ ３，６９７

6 ㈱ハーフ・センチュリー・モア ３，４２５

7 ワタミの介護㈱ ２，７１５

8 キノシタグループ ２，６９１

9 ㈱ボンセジュール ２，５６７

10 ウチヤマグループ（㈱さわやか倶楽部含） ２，３２１

１１ アントケアホールディングス ２，０４５

１２ ㈱生活科学運営 １，４０１

１３ オリックス・リビング㈱ １，２５２

１４ ㈱ツクイ １，２３８

１５ ㈱シティー・エステート １，１１２

１６ ㈱シダー １，１０８

１７ ㈱未来設計 ９２４

１８ ㈱メディカジャパン ８３１

１９ 日本ロングライフ㈱ ６２０

２０ ㈱ウイズネット ５７３

※上記部屋数はGH、小規模多機能含む
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施設サービス事業 計画地域

長野県 60室 1施設

今期以降で、1道1都2県で5施設の開設を計画

北海道 60室 1施設

秋田県 60室 1施設

東京都 100室 ２施設
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新規開設施設 ～ラ・ナシカ こうふ～
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訪問リハビリ強化へ

今回の介護報酬改定で「訪問看護計画において、理学療法士等の訪問が保健士又は
看護師による訪問の回数を上回るような設定がなされることは適切ではない」とい
う規制が緩和された。

・今年度は既存施設周辺の
地域の利用者に対応する
ことに注力。

積極的に在宅リハビリの
ニーズに応える事が可能となった
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総括
デイサービス事業

施設サービス事業

在宅サービス事業

施設稼働率 74.5％

2010年3月末までに施設稼働率

８０％へ

昨年度開設した施設、及び新規施設の入居促進

施設入居率 87.0％
2010年3月末までに施設入居率

９８％へ

既存施設の稼働率上昇

訪問リハビリを強化

1日当りの訪問リハビリ件数
平均3.6件

2010年3月末までに訪問リハビリ件数

平均5.0件へ

売上高 7,075百万円

全事業合計

8,086百万円へ
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－当社の概要－
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会社概要（２００９年３月３１日現在）

設 立 ： １９８１年４月

本 社 ： 福岡県北九州市

資 本 金 ： ４億３２２８万円

事業内容 ： デイサービス

介護付有料老人ホーム

訪問看護（訪問リハビリ）

ホームヘルプサービス

ケアプラン

グループホーム

ショートスティ

小規模多機能型居宅介護

従業員数 ： １３６０名

拠 点 数 ： ６４ケ所

理学療法士 3 4 人

作業療法士 4 3 人

言語聴覚士 4  人

トレーナー 6 3 人

合 計 144人
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拠点紹介

福岡県
デイサービス１２施設
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ４施設

ヘルパーステーション3施設

ケアプランセンター６施設
グループホーム１施設

有料老人ホーム４施設

岡山県
有料老人ホーム２施設

小規模多機能型居宅介護1施設

山口県
デイサービス２施設
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ1施設

ヘルパーステーション1施設

ケアプランセンター1施設

愛媛県
有料老人ホーム１施設

香川県
有料老人ホーム１施設

大阪府
有料老人ホーム２施設

滋賀県
デイサービス１施設

北海道
有料老人ホーム3施設
ケアプランセンター１施設

千葉県
デイサービス７施設
ケアプランセンター2施設

有料老人ホーム３施設

茨城県
有料老人ホーム１施設

有料老人ホーム１施設

愛知県

東京都
デイサービス１施設

有料老人ホーム１施設
グループホーム１施設
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•本資料は株式会社シダーの事業及び業界動向についての株式会社シダーによる現在の予定、推
定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

•これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが内在しております。

•既に知られたもしくは今だに知られていないリスク、不確かその他の要因が、将来の展望に対する
表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。株式会社シダーは将来の展望
に対する表明及び予想が正しいと約束することはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、更
に悪いことも有り得ます。

•本資料における将来の展望に関する表明は、2009年5月25日現在において利用可能な情報に基
づいて株式会社シダーにより2009年5月25日現在においてなされたものであり、将来の出来事や状
況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものではありません。

本資料の取り扱いについて

2009年5月 株式会社シダー
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２００９年３月期会社説明会資料


